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畜産の経営において、悪臭の発生は常に頭を悩ます問題であるが、その対策の

ひとつとして市販の臭気対策資材が広く利用されている。しかし、極めて種類が

多いこと、実際の効果については曖昧なものも多い模様であることから、どの資

材が有効であるかの判断を求める声がかねてより多く寄せられている。

このような背景から、これまでに数多くの資材の効果判定試験が実施されてき

た。しかしながら、試験方法は様々であり、データの相互比較の困難等の問題が

生じている。

委託プロジェクト、農林水産バイオリサイクル研究「畜産エコチーム」の課題

「家畜排せつ物処理過程における悪臭等環境負荷物質低減技術の開発」（微生物

サブチーム）では、2002～2004年の期間に以下の 3つの実行課題を実施した。

①豚における微生物資材評価試験法の標準化と効果の判定（A1311a）

②鶏における微生物資材評価試験法の標準化と効果の判定（A1311b）

③臭気低減微生物を利用した高品質堆肥生産技術の開発（A1313）

このうち、A1311a,b では、豚および鶏の排せつ物の臭気低減を謳った飼料添

加型資材、散布型資材の効果判定のための試験方法を開発し、これを用いて市販

品を含む幾つかの資材の効果判定試験を実施した。また A1311a では、堆肥熟度

の判定装置を用いて、堆肥化促進を謳った添加型資材の効果判定の試みも行った。

一方、A1313 においては、高濃度の悪臭が発生する家畜ふんの堆肥化処理にお

いて、添加利用を想定した臭気低減微生物を分離し、実験室規模での堆肥化試験

において効果の検証を行った。

本報告書では、これらの試験方法について操作の手順を概説するとともに、こ

れらを用いた資材等の効果判定試験の結果を併せて記載した。自治体の諸機関の

担当者をはじめ畜産の臭気対策に係わる方々の参考となれば幸いである。
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